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今まで日本でcadaverを用いたsurgical trainingは，一部の限られた施

設でのみ可能でしたが，本年11月24日に札幌医大解剖学第2教室・整形外

科学教室のご協力により，おそらく日本で初めての大規模なcadaver exer-

ciseを行うことができました．外科系医師の一人として今回のsurgical
 

trainingの実施にご尽力された関係各位に厚く御礼申し上げます．Cadaver
 

trainingに先行して開催されたHand& wrist courseでは台湾，韓国の講

師も参加されていましたが，領土問題が話題になることなく熱心に講義・討

論をされていました．領土問題はどこの国でも愛国心を発揚しますが，数百

年単位で考えれば領土の帰属が変わることは稀ではないことから，外交では

帰属をはっきりさせず，実効支配することが正しい対応ではないかと思いま

す．私が9月に訪中した際は9月12日に帰国でき，幸運にも暴動を避ける

ことができましたが，領土問題で日系企業を略奪，破壊の対象としたことは

文明国家にあるまじき行動です．日本において中国系企業や韓国系企業に対

療用測

定

や製品の破壊が起きなかったことを誇りに思っています．

本号の論述「骨粗鬆症性椎体骨折に対する早期診断・保存的治療の重要性

について」では，安定型骨折はもちろん不安定型骨折でも発症後7日以内に

治療すれば99％に骨癒合が得られるという有用な結果を報告しています．

手術手技「頚椎椎弓根スクリュー固定における新たな後外側アプローチ」で

は椎骨動脈損傷を防ぐアプローチが報告されています．臨床経験「家庭用体

重計を用いた女性変形性膝関節症患者の大 四頭筋筋力測定の有用性につい

て」では実際に大 四頭筋筋力を家庭で測定できるように工夫し，医

明確にし

機器との高い相関を得ています．さらにこの家庭用体重計を用いたホーム

エクササイズの指導により筋力が改善することを示しています．すばらしい

研究であり，これぞ臨床治験と思います．「手術時間と人工膝関節置換術後

深部感染」は手術時間がTKA後の感染率に関与することを

号も有用

ていま

す．実際に若手医師を指導する際には感染が増加する手術時間閾値を示して

もらえればより有用と考えます．

「臨床整形外科」は本

ければ幸

な情報が満載されています．日常の臨床や

研究に役立てていただ

(金谷文

いです．

則)

が きあ と 
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